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伊保内小学校の４年生以上の児童が剣舞を披露 軽快な踊りを見せてくれた荒谷獅子踊り

　
８
月
17
日
～
19
日
、
伊
保
内
地
区
に
お
い
て

九
戸
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
17
日

の
夜
は
、
雨
に
見
舞
わ
れ
花
火
大
会
も
延
期
。

み
こ
し
渡
御
は
天
気
が
な
ん
と
か
持
つ
中
、
華

や
か
な
山
車
な
ど
を
引
っ
張
り
優
雅
に
練
り

歩
き
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
政
實
太
鼓

に
よ
る
太
鼓
演
舞
、FOCUS

やROCK  THE  
FUTURE

が
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
ま
し

た
。
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
観
衆
を
集
め
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
中
日
の
18
日
は
、
伊
保
内
小
学
校
の
4
年
生

以
上
の
児
童
61
人
に
よ
る
剣
舞
を
先
頭
に
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
九
戸
音
頭
の
流
し
踊
り
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
ヤ
グ
バ
ン
ド
に
よ
る
楽
器
演

奏
や
仮
装
な
ど
で
踊
り
を
さ
ら
に
沸
か
せ
て

い
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
カ
ラ
オ
ケ
ス

テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
多
く
の
飛
び
入
り
が
加
わ

り
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
19
日
は
、
み
こ
し
還
御
や
郷
土
芸

能
な
ど
の
行
列
が
笛
や
太
鼓
の
お
は
や
し
に

合
わ
せ
て
伊
保
内
商
店
街
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
江
刺
家
神
楽
や
村
舞

踊
研
究
会
に
よ
る
熟
練
の
踊
り
が
来
場
者
を

魅
了
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
立
ち

見
客
が
出
る
ほ
ど
来
場
者
が
集
ま
り
最
後
ま

で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
つ
り
の
最
後

は
花
火
大
会
。
九
戸
の
夜
空
を
彩
る
大
輪
の
花

や
響
き
渡
る
鼓
動
が
来
場
者
を
魅
了
し
て
い

ま
し
た
。

迫力ある虎舞を怖がる幼児 躍動する二ツ家虎舞

政實太鼓による迫力ある太鼓演舞

2
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あでやかに演じる九戸音頭流し踊り 軽やかに跳ねる川向駒踊り 明るく元気に踊る小倉七ツ物舞

自慢の声で熱唱する政実くのへＦＭ支局員 優美に舞う伊保内高等学校郷土芸能委員会 政實太鼓による迫力ある太鼓演舞

優雅な山車を引き、おはやしを奏でる伊保内上町 笛や太鼓の音が心地よく響き渡りました

3
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平
成
27
年
度
成
人
式
が
８
月

15
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。
成
人
を
迎
え
る
対

象
者
54
人
中
45
人
が
出
席
。
村

民
憲
章
を
新
成
人
一
同
が
斉
唱

し
た
後
、
成
人
の
章
と
祝
い
品

が
新
成
人
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
五
枚
橋
久
夫
村
長
が

「
九
戸
村
に
生
を
得
た
こ
と
に
誇

り
を
持
ち
、
自
分
の
目
標
に
向

か
っ
て
歩
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

式
辞
。
本
川
祐
次
さ
ん
が
「
あ

ら
ゆ
る
困
難
に
直
面
し
よ
う
と

も
く
じ
け
る
こ
と
な
く
夢
に
向

か
っ
て
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
新
成
人
が
一
人

一
人
壇
上
へ
上
が
り
、
そ
れ
ぞ

れ
近
況
報
告
や
夢
に
つ
い
て
熱

い
思
い
を
宣
言
し
ま
し
た
。

山下　壱成
（泥の木）

本川　祐次
（泥の木）

白銀　悠香
（瀬月内）

下村　直香
（宇堂口）

大久保　里美
（宇堂口）

岩部　小春
（戸田上）

向川　尚貴
（戸田上）

斎藤　優衣
（妻の神）

岩渕　颯太
（妻の神）

山本　大志
（妻の神）

和蛇田　徹
（山根）

岩崎　佑紀
（山根）

松浦　千明
（戸田下）

坂本　桃子
（戸田下）

苅間澤　沙絵
（戸田下）

小川　幸恵
（伊保内上）

大崎　晴菜
（伊保内上）

松浦　美希
（荒谷）

室野　玖美
（二ツ家）

柾切澤　研哉
（二ツ家）

二十歳宣言で近況などを報告
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竹村　拓也
（伊保内下）

佐々木　安実
（伊保内下）

中村　竜也
（伊保内上）

宮川　菜央
（伊保内上）

佐藤　教嗣
（伊保内下）

関口　誉
（南田）

太田　新奈
（南田）

澤村　健太
（川向）

目黒　瑞穂
（川向）

橘　愛良
（川向）

泉田　早智子
（長興寺下）

中村　沙希
（長興寺上）

大谷　憧人
（南田）

七戸　瑞也
（南田）

大﨑　崇仙
（長興寺上）

滝谷　秀樹
（田代）

荒田　志希乃
（荒田）

中村　直哉
（長興寺下）

古舘　裕也
（大向）

五枚橋　興子
（五枚橋）

丸橋　達也
（丸木橋）

南　裕太
（柿の木）

秋元　諒
（柿の木）

上宿　新悟
（江刺家下）

浅水　洸佳
（山屋）

54人が祝成人
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私
た
ち
は
、
生
活
に
欠
か
せ

な
い
水
の
確
保
を
含
め
、
川
か

ら
た
く
さ
ん
の
恩
恵
を
受
け
て

い
ま
す
。
そ
の
清
ら
か
な
流
れ

を
守
り
、
子
ど
も
た
ち
に
残
す

こ
と
は
私
た
ち
の
義
務
と
い
え

ま
す
。

　

河
川
の
汚
染
は
家
庭
か
ら
出

さ
れ
る
生
活
雑
排
水
（
台
所
や

洗
濯
、
風
呂
の
汚
水
な
ど
）
が

大
き
な
原
因
の
一
つ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
河
川
清
流
化
対
策

と
し
て
、
生
活
雑
排
水
を
処
理

す
る
た
め
に
以
下
に
紹
介
す
る

３
つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
他
市
町
村
に
比
べ
て

水
洗
化
率
が
低
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
水
環
境
の
向
上
の
た
め

に
も
、
水
洗
化
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
公
共
下
水
道
】

　

下
水
道
は
、
各
家
庭
か
ら
出

さ
れ
る
生
活
雑
排
水
や
ト
イ
レ

の
汚
水
な
ど
を
集
め
て
処
理
し
、

き
れ
い
な
水
に
し
て
河
川
な
ど

に
放
流
す
る
施
設
で
あ
り
、
緑

豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

　

村
で
は
、
平
成
6
年
度
か
ら

伊
保
内
地
区
の
下
水
道
管
渠
工

事
に
着
手
し
、
平
成
12
年
度
か

ら
一
部
供
用
を
開
始
し
て
以
来
、

順
次
供
用
区
域
を
拡
大
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
26
年
度
末
の
公

共
マ
ス
設
置
数
は
９
６
７
個
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
56
・

８
％
、
５
４
９
個
の
マ
ス
が
接

続
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
マ
ス
の
設
置
を
ご
希
望

の
人
は
、
遅
く
と
も
３
カ
月
前

ま
で
に
は
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。
直
近
の
申
請
と
な
る
と
、

希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
農
業
集
落
排
水
施
設
】

　

こ
の
施
設
は
、
規
模
の
小
さ

な
下
水
道
で
、
農
業
集
落
に
お

け
る
生
活
雑
排
水
や
ト
イ
レ
の

汚
水
な
ど
を
集
め
て
処
理
し
、

き
れ
い
に
浄
化
さ
れ
た
水
を
農

業
用
水
路
や
河
川
に
戻
す
た
め

【
合
併
処
理
浄
化
槽
】

　

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
各
家

庭
に
設
置
す
る
も
の
で
、
微
生

物
の
働
き
で
汚
水
を
処
理
し
河

川
な
ど
に
放
流
す
る
施
設
で
す
。

乗
用
車
1
台
分
程
度
の
ス
ペ
ー

ス
が
あ
れ
ば
短
期
間
で
設
置
で

き
、
汚
水
処
理
能
力
も
優
れ
て

い
ま
す
。

　

村
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
人
に
補
助
金
を
交

付
し
て
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
末
で
２
６
０
世
帯

の
人
が
設
置
済
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
27
年
度
も
す
で
に
多
く
の

皆
さ
ま
か
ら
申
し
込
み
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
補
助
金
は
来
年
度
以
降

も
継
続
す
る
予
定
で
す
の
で
、

住
宅
の
新
築
や
増
改
築
、
ト
イ

レ
、
台
所
な
ど
の
改
造
に
伴
っ

て
浄
化
槽
を
設
置
す
る
計
画
が

あ
り
、
平
成
28
年
度
中
の
補
助

金
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
事

項
に
留
意
の
上
、
農
林
建
設
課

に
予
約
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
補
助
金
は
予
算

の
範
囲
内
で
の
交
付
と
な
る
こ

と
か
ら
、
申
込
者
が
多
数
の
場

合
に
は
、
平
成
28
年
度
中
の
設

置
に
対
す
る
補
助
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

○
補
助
の
条
件

①
設
置
場
所
が
公
共
下
水
道
や

農
業
集
落
排
水
の
事
業
認
可
区

域
外
で
あ
る
こ
と

②
村
税
な
ど
公
共
料
金
の
滞
納

が
無
い
こ
と

③
放
流
先
が
確
保
さ
れ
て
い
る

こ
と

④
個
人
住
宅
で
あ
る
こ
と（
事
業

者
の
場
合
は
床
面
積
の
２
分
の

１
以
上
が
居
住
用
で
あ
る
こ
と
）

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
に
は

年度
設置済公
共マス数

接続済公
共マス数 接続率

12 151 41 27.2
16 724 307 42.4
20 936 463 49.5
24 952 517 54.3
26 967 549 56.8

年度
設置済公
共マス数

接続済公
共マス数 接続率

14 164 44 26.8
18 169 83 49.1
22 175 95 54.3
26 178 101 56.7

の
施
設
で
す
。

　
村
で
は
、
戸
田
地
区
（
元
村
、

牛
の
馬
場
、
舘
の
下
）
に
導
入

し
、
平
成
14
年
度
か
ら
供
用
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年

度
末
の
公
共
汚
水
マ
ス
設
置
数

は
１
７
８
個
と
な
っ
て
お
り
、

56
・
７
％
、
１
０
１
個
の
マ
ス

が
接
続
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公共下水道における
接続率の状況（単位：個、％）

農業集落排水施設における
接続率の状況（単位：個、％）

なれる道
　９月10日は「下水道の日」
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【
水
洗
化
工
事
に
対
す
る
助
成
制

度
】

　

村
で
は
、
水
洗
化
を
進
め
る

た
め
、
前
述
の
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
費
補
助
金
の
ほ
か
に
も
、

次
の
よ
う
な
制
度
を
設
け
て
、

水
洗
化
工
事
を
実
施
す
る
人
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◎
水
洗
便
所
設
置
費
補
助
金

生
活
保
護
世
帯
の
人
が
水
洗

化
工
事
を
実
施
す
る
場
合
に
、

22
万
５
千
円
を
限
度
と
し
て
補

助
金
を
交
付
す
る
。

◎
融
資
あ
っ
せ
ん
利
子
補
給
費

補
助
金

公
共
下
水
道
ま
た
は
農
業
集
落

排
水
施
設
の
事
業
認
可
区
域
内

に
住
宅
を
有
す
る
者
に
対
し
、

水
洗
化
改
造
資
金
の
融
資
（
上

限
１
０
０
万
円
）
を
あ
っ
せ
ん

し
、
個
人
負
担
が
１
％
と
な
る

よ
う
そ
の
融
資
を
行
う
金
融
機

関
へ
利
子
補
給
を
行
う
。

◎
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
（
水

洗
化
工
事
も
含
ま
れ
ま
す
）
を

村
内
の
事
業
者
に
よ
っ
て
行
う

場
合
に
、
対
象
事
業
費
の
10
％
、

10
万
円
を
限
度
と
し
て
九
戸
村

商
業
協
同
組
合
が
発
行
す
る
商

品
券
を
交
付
す
る
。

　

ど
の
制
度
も
事
前
に
申
請
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ト
イ
レ
な
ど
の
水
洗
化

や
住
宅
の
新
築
・
増
改
築
を
計

画
し
て
い
る
人
は
早
め
に
相
談

く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　

近
年
、
下
水
道
へ
の
異
物
の

流
入
に
よ
る
施
設
の
異
常
が

度
々
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
が
故
障

し
た
と
き
な
ど
は
、
長
期
間
下

水
道
を
使
用
で
き
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
快
適
な
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

下
水
道
使
用
に
際
し
て
は
、
下

記
の
注
意
事
項
を
守
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〇
調
理
く
ず
や
天
ぷ
ら
油
は
台

所
に
流
さ
な
い

・
台
所
、
風
呂
、
洗
面
所
な
ど

の
排
水
口
の
網
に
た
ま
っ
た
生

ゴ
ミ
や
髪
の
毛
な
ど
は
下
水
管

を
つ
ま
ら
せ
る
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
、
定
期
的
に
掃
除
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
て
ん
ぷ
ら
な
ど
で
使
用
し
た

油
は
、
直
接
下
水
道
に
流
し
ま

す
と
下
水
管
に
白
く
付
着
し
、

つ
ま
る
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

市
販
の
凝
固
剤
や
新
聞
紙
な
ど

を
使
用
し
可
燃
ご
み
と
し
て
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
水
洗
ト
イ
レ
に
は
溶
け
る
紙

を・
ト
イ
レ
で
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
（
水
に
溶
け
る
紙
）、

水
溶
性
の
掃
除
用
品
（
水
に
溶

け
る
と
明
示
さ
れ
た
も
の
）
以

外
は
水
に
溶
け
ず
、
下
水
管
に

た
ま
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
生
理
用
品
な
ど
は

汚
物
入
れ
に
処
分
し
、
流
さ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ト

イ
レ
は
つ
ま
る
と
修
理
が
非
常

に
大
変
で
す
。

〇
洗
剤
の
使
い
す
ぎ
に
注
意

・
洗
濯
用
洗
剤
に
は
、
リ
ン
を

含
ん
で
い
る
洗
剤
と
、
リ
ン
を

含
ん
で
い
な
い
無
リ
ン
洗
剤
が

あ
り
ま
す
。
出
来
る
だ
け
石
け

ん
や
無
リ
ン
合
成
洗
剤
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

・
洗
剤
は
適
量
を
計
量
カ
ッ
プ

で
量
っ
て
使
い
ま
し
ょ
う
。
目

分
量
は
使
い
す
ぎ
の
も
と
で
す
。

多
く
使
っ
て
も
そ
れ
に
応
じ
て

洗
浄
力
が
良
く
な
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

〇
危
険
物
を
流
さ
な
い

・
ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
石

油
等
は
気
化
し
て
爆
発
な
ど
の

原
因
と
な
り
ま
す
。ま
た
、農
薬
、

殺
虫
剤
、
防
臭
剤
、
塩
酸
な
ど

は
処
理
場
の
微
生
物
を
殺
し
て

し
ま
う
の
で
下
水
道
に
流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

〇
髪
の
毛
を
流
さ
な
い

・
髪
の
毛
は
分
解
さ
れ
に
く
い

だ
け
で
な
く
、
下
水
道
管
の
中

で
汚
物
を
引
っ
掛
け
て
管
を
つ

ま
ら
せ
ま
す
。
排
水
口
に
は
流

さ
ず
こ
ま
め
に
取
り
除
い
て
く

だ
さ
い
。

〇
マ
ン
ホ
ー
ル
の
「
フ
タ
」
を

開
け
な
い

・マ
ン
ホ
ー
ル
、公
共
マ
ス
の「
フ

タ
」
を
開
け
る
こ
と
は
非
常
に

危
険
で
す
。
事
故
や
大
雨
の
と

き
に
下
水
が
噴
出
す
る
原
因
に

な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
農
林
建
設
課

水
環
境
班
（
☎
42
‐
２
１
１
１

内
線
２
７
２
）

建物延べ面積 人槽区分 補助の限度額
130 ㎡以下 ５人槽 375,000 円
130 ㎡超 ７人槽 494,000 円
台所、浴室と
も２箇所以上 10 人槽 854,000 円

翌
年
度
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

合併処理浄化槽に対する補助額

※浄化槽の人数は、建物用途別し尿浄化槽処理
対象人員算定基準に基づき定められています。

下水道　水が笑顔に
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消防指令センターが運用

二戸地区消防本部
消防指令センター

二戸市、一戸町、
軽米町、九戸村

出　動

出
　
動
　
指
　
令

119番通報

消
防
本
部
・
二
戸
消
防
署

が
庁
舎
を
移
転

移転された消防本部・二戸消防署

　

住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

新
た
な
防
災
拠
点
施
設
と
し

て
、
平
成
26
年
度
か
ら
二
戸
市

金
田
一
地
区
（
二
戸
警
察
署
向

か
い
）
に
二
戸
消
防
庁
舎
の
建

設
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

お
陰
さ
ま
で
こ
の
た
び
完
成

し
、
平
成
27
年
10
月
６
日
か
ら

試
験
運
用
を
行
い
、
11
月
１
日

か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

　

移
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
署
・
分
署

で
受
け
付
け
し
て
い
た
１
１
９

番
通
報
は
、
全
て
消
防
本
部
指

令
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
、

直
近
の
署
・
分
署
か
ら
消
防
車

や
救
急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
庁
舎
見
学
会
は
10
月

24
日
、
25
日
、
11
月
１
日
の
午

前
10
時
か
ら
正
午
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
・
二
戸
消
防
署

○
新
庁
舎
住
所

〒
０
２
８-

５
７
１
１　
二
戸
市

金
田
一
字
上
田
面
３
０
０
番
２

消防本部
総務課 ☎26-8111
消防課 ☎26-8112

ファックス ☎26-8113

消防署
代表電話番号 ☎26-8119

予防係 ☎26-8120
ファックス ☎26-8121

災害情報テレホンサービス ☎27-3119

　
二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
が

庁
舎
と
と
も
に
完
成
し
、
10
月

６
日
か
ら
試
験
運
用
を
開
始
し

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
今
ま
で
二
戸
消
防

署
、
一
戸
分
署
、
軽
米
分
署
、

浄
法
寺
分
署
、
九
戸
分
署
で
そ

れ
ぞ
れ
受
け
付
け
し
て
い
た

『
１
１
９
番
通
報
』
が
今
後
全

て
消
防
本
部
内
の
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
に
集
約
さ
れ
各
署
所
の

消
防
車
や
救
急
車
が
指
令
を
受

け
て
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
今

ま
で
以
上
に
迅
速
か
つ
、
効
率

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
火
災
・
救
急
の
要
請
は
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
の
受
け
付
け
に

な
り
ま
す
の
で
『
１
１
９
番
』

で
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

火
災
・
救
急
の
通
報
は

『
１
１
９
番
』
で
！

☆
携
帯
電
話
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
）
か
ら
の
『
１
１
９

番
』
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
（
位
置

情
報
サ
ー
ビ
ス
）
を
有
効
に
設

定
！

　
携
帯
電
話
か
ら
１
１
９
番
通

報
を
し
た
場
合
は
、
現
場
を
特

定
す
る
の
に
時
間
を
要
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
指
令

セ
ン
タ
ー
で
は
発
信
地
情
報
を

得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
時

間
短
縮
が
図
れ
ま
す
。
従
っ
て
、

携
帯
電
話
か
ら
１
１
９
番
通
報

を
す
る
場
合
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

を
『
有
効
』
に
し
て
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

☆
住
所
は
市
町
村
名
か
ら
は
っ

き
り
と
伝
え
る
。

　
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、

１
市
２
町
１
村
か
ら
の
１
１
９

番
通
報
を
一
括
受
信
し
ま
す
の

で
、
同
じ
地
名
な
ど
が
複
数
存

在
し
ま
す
。

　
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
住
所

は
市
町
村
名
か
ら
は
っ
き
り
と

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

○電話番号一覧
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保

障
・
税
番
号
）
は
、
住
民
票
を

有
す
る
全
て
の
人
に
一
人
１
つ

の
番
号
を
付
し
て
、
社
会
保
障
、

税
、
災
害
対
策
の
分
野
で
効
率

的
に
情
報
を
管
理
し
、
複
数
の

機
関
に
存
在
す
る
個
人
の
情
報

が
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
行
政
を

効
率
化
し
、
国
民
の
利
便
性
を

高
め
、
公
平
か
つ
公
正
な
社
会

を
実
現
す
る
社
会
基
盤
で
あ
り
、

期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
は
、

大
き
く
３
つ
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体

な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の

照
合
、
転
記
、
入
力
な
ど
に
要

し
て
い
る
時
間
や
労
力
が
大
幅

に
削
減
さ
れ
ま
す
。
複
数
の
業

務
の
間
で
連
携
が
進
み
、
手
続

き
が
正
確
で
ス
ム
ー
ズ
に
な
り

ま
す
。

②
添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
行

政
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
、
国
民

の
負
担
が
軽
減
し
ま
す
。
行
政

機
関
が
持
っ
て
い
る
自
分
の
情

報
の
確
認
や
、
行
政
機
関
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
お
知

ら
せ
を
受
け
取
る
こ
と
も
可
能

に
な
り
ま
す
。

③
所
得
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受

給
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な
り
、

負
担
を
不
当
に
免
れ
た
り
、
給

付
を
不
正
に
受
け
た
り
す
る
こ

と
を
防
止
す
る
ほ
か
、
本
当
に

困
っ
て
い
る
人
に
き
め
細
か
な

支
援
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

■
番
号
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に

通
知
さ
れ
ま
す
か
？

　
今
年
10
月
以
降
、
住
民
票
を

有
す
る
国
民
の
皆
さ
ま
一
人
一

人
に
、
12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
通
知
さ
れ
ま
す
。
中
長
期
在

留
者
や
特
別
永
住
者
な
ど
の
外

国
人
も
対
象
で
す
。
原
則
と
し

て
、
市
町
村
か
ら
、
住
民
票
の

住
所
宛
て
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
住
民
票
の

住
所
と
異
な
る
と
こ
ろ
に
住
ん

で
い
る
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使
う

も
の
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

漏
え
い
し
て
、
不
正
に
使
わ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、

一
生
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ど
の
よ
う
な
場
面
で
使
用
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
か
？

　
来
年
（
平
成
28
年
）
１
月
以

降
、
順
次
、
社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
の
行
政
手
続
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、

①
年
金
を
受
給
し
よ
う
と
す
る

と
き

②
健
康
保
険
を
受
給
し
よ
う
と

す
る
と
き

③
毎
年
６
月
に
児
童
手
当
の
現

況
届
を
出
す
と
き

④
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
と
き

⑤
税
や
社
会
保
障
の
手
続
き
で
、

勤
務
先
や
金
融
機
関
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
提
示

■
問
い
合
わ
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０-

２
０-

０
１
７
８
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
　
地
域
の
愛
着
を
高
め
る
と
と

も
に
、
九
戸
村
の
魅
力
や
特
産

物
を
村
外
へ
Ｐ
Ｒ
、
発
信
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

し
ま
す
。
プ
ロ
ア
マ
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
募
集
内
容

　
原
動
機
付
自
転
車
第
１
種
、

第
２
種
、
小
型
二
輪

自
動
車
、
小
型
特
殊

自
動
車
、
軽
二
輪
自

動
車
の
九
戸
村
オ
リ

ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン

■
募
集
期
間

　
９
月
１
日

　
　
　
～
10
月
31
日

■
応
募
規
定

　
九
戸
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
も

の
で
、
他
者
の
著
作
権
を
侵
害

し
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
九
戸
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
募
集
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法

　
指
定
の
応
募
用
紙
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。
手
書
き
で
も
パ

ソ
コ
ン
で
作
成
し
て
も
構
い
ま

せ
ん
。

①
応
募
要
項
・
応
募
用
紙
に
つ

い
て 

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
（Excel

形

式
）
ま
た
、
村
役
場
税
務
会
計

課
、
各
支
所
に
用
紙
が
あ
り
ま

す
。 

②
提
出
方
法 記

載
ア
ド
レ
ス
あ

メ
ー
ル
ま
た
は
村
役

場
税
務
会
計
課
窓
口

（
持
参
ま
た
は
郵
送

も
可
）
に
て
応
募 

宛
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
：zeim

ukaikei@
vill.kunohe.iwate.jp

【
表
題
に
「
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
」
と
付
け

加
え
て
く
だ
さ
い
】

メ
ー
ル
で
提
出
す
る

場
合
は
、
フ
ァ
イ
ル
の
サ
イ
ズ

が
４
Ｍ
Ｂ
以
下
で
あ
る
こ
と
と

し
ま
す
。 

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

役
場
税
務
会
計
課
税
務
徴
収

班
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線

２
３
３
・
山
本
）
〒
０
２
８-

６
５
０
２　
九
戸
郡
九
戸
村
大

字
伊
保
内
10
ー
11
ー
６
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

ワークが競われたボール送りリレー

箸使いが競われた、まめひろいリ
レー

ビンを落とさないように慎重に運
んだ、ビンつりリレー

元気なイワナを追いかける参加者たち

イワナのつかみ取り
魚を追いかけ歓声
　戸田元村防犯隊で８月14日、高清水橋上流の瀬月内
川でイワナのつかみ取りが行われました。あいにくの小
雨が降る中、地元住民や帰省客など約100人が集まり
元気よく泳ぐ魚を追いかけました。今年のイワナは例年
よりも元気がよく、つかむのに悪戦苦闘。放流した３割
以下しかつかむことができず手こずっていました。それ
でも、魚影が見えたりイワナに触れると歓声を上げてつ
かみ取りを満喫していました。

村老人クラブ体育祭
和やかに交流楽しむ
　村老人クラブ体育祭が７月16日、村体育センターで開
かれました。村内９つの老人クラブが参加し、６競技にお
いて優勝を争いました。この日は連日の暑さも緩み、適温
の中、多くの会員が参加し交流を深めながら和やかに競技
を楽しみました。なわないレースでは自慢の技術を披露し、
手際よく縄を編んでいました。競技の結果、優勝は伊保内下、
２位は荒谷、３位は江刺家下となりました。

７月 17日に実行委員会が啓発活動
社会を明るくしよう
　社会を明るくする運動が７月17日、伊保内商店街な
どで行われました。市日に合わせ行われたこの日は、気
温も高すぎず過ごしやすい中、実行委員９人がティッ
シュやチラシを配り、啓発運動を実施。「悪い事はしな
いで、明るい社会をつくりましょう」と街頭の人たちに
呼び掛けました。その後、会員たちは伊保内高校や九戸
中学校でも啓発運動を行いました。

街頭の人たちに明るい社会の実現を呼び掛けました
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九戸分署員の指導を受けながら救急救命を体験する参加者

各チーム10人が参加して、チーム

熟練の技術を見せてくれたなわない
レース

オープニングで会場を沸かせた九戸福祉会職員によるソーラン節

折爪荘夏祭り
夏夜の涼を満喫
　折爪荘夏祭りが８月１日、同荘園庭
で行われました。地域住民が多く集ま
る中、九戸福祉会職員によるソーラン
節や日本民謡協会岩手九戸支部による
演舞が来場者を魅了していました。こ
の日は、九戸中学校や伊保内高校の生
徒などがボランティアとして祭りを支
援。出店の運営や利用者の支援に積極
的に協力していました。フィナーレは
輪になっての盆踊り大会。利用者や家
族の皆さんが歌や太鼓に合わせて踊っ
て楽しんでいました。豪華景品が当た
るビンゴゲームや打ち上げ花火では、
多くの来場者が一夜限りの真夏の涼を
満喫していました。

戦没者へ花をささげる参加者

村戦没者追悼式
平和の尊さを語り継ぐ
　村戦没者追悼式が８月４日、ＨＯＺホールで開かれまし
た。３年に１度行われるこの式典に、遺族会など110人
が出席。戦没者に追悼の意をささげるとともに、戦争の悲
惨さ平和の尊さを後世に伝えることを目的に開催されてい
る追悼式。戦後70年、村合併60周年を迎えた今年も出
席者は一人一人花をささげ、戦没者を追悼し、風化させる
ことなく、未来へ語り継いでいこうと気持ちを新たにして
いました。

災害ボランティア講習会
万が一の対応方法学ぶ
　災害ボランティア講習会が７月31日、ＨＯＺホールで
開かれました。九戸中学校から10人を含む36人が参加。
特別養護老人ホーム折爪荘の和蛇田公子さんが認知症につ
いて講話をしました。その後、二戸消防署九戸分署の署員
が防災について講話をしました。救急救命方法について署
員から説明を受けた後、参加者全員が体験してみました。
炊き出し訓練では村赤十字奉仕団の指導の下、ポリエチレ
ン袋を使ってご飯を炊き、万が一の災害を想定し、非常時
に備えた訓練を行いました。
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７
月
27
日
、
村
介
護

予
防
教
室
の
会
員
の
皆

さ
ん
か
ら
村
交
通
安
全

協
会
へ
手
作
り
で
作
っ

た
願
い
星
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

介
護
予
防
教
室
の
会

員
の
皆
さ
ん
は
平
均
年

齢
が
高
齢
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
年
間
多
数
の
活

動
を
展
開
。
残
っ
た
画

用
紙
な
ど
を
利
用
し
手
作
り
で
願

介護予防で願い星贈呈い
星
を
約
１
５
０
個
作
製
し
ま
し

た
。
交
通
安
全
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
作
っ
た

願
い
星
を
、
村
交
通
安
全
協
会
へ

寄
贈
し
ま
し
た
。
村
交
通
安
全
協

会
で
は
８
月
２
日
に
道
の
駅
お
り

つ
め
オ
ド
デ
館
で
配
布
し
啓
発
活

動
に
活
用
し
ま
し
た
。

　
７
月
27
日
、
優
良
防
犯
団
体
に

村
防
犯
協
会
、
防
犯
功
労
者
に
高

﨑
信
さ
ん
が
選
ば
れ
、
東
北
管
区

防
犯
連
絡
協
議
会
会
長
か
ら
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
58

年
に
長
興
寺
防
犯
隊
が
結
成
さ

れ
た
当
初
か
ら
高
﨑
さ
ん
は
意

欲
的
に
活
動
を
展
開
。
こ
れ
ま
で

32
年
間
、
地
区
内
の
防
犯
活
動
は

も
と
よ
り
、
登
下
校
時
の
街
頭
活

動
を
通
じ
て
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
と
青
少
年
の
健
全
育
成
に

貢
献
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

高
崎
さ
ん
・
村
防
犯
協
会
へ
表
彰
状

防
犯
功
労
者
に
表
彰
さ
れ
る

高
崎
信
さ
ん
（
中
右
）

　
８
月
14
日
、
オ
ド
デ
塾
夏
ま
つ

り
盆
踊
り
大
会
が
道
の
駅
お
り

つ
め
オ
ド
デ
館
前
で
開
か
れ
ま

し
た
。
あ
い
に
く
雨
模
様
の
中
、

小
田
代
直
子
さ
ん
な
ど
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
や
き
と
り

や
金
魚
す
く
い
な
ど
の
出
店
は

買
物
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
は
盆
踊
り
大
会
と
抽

選
会
も
開
か
れ
多
く
の
来
場
者

が
抽
選
さ
れ
る
景
品
に
歓
声
を

上
げ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

雨
で
も
に
ぎ
わ
う
オ
ド
デ
盆
踊
り

雨
の
中
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た

伊
保
内
高
校
郷
土
芸
能
委
員
会

願い星が村交通安全協会（左）へ寄贈

☆
１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
☆

◉
10
月
に
１
歳
を
迎
え
る
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
大
募
集
！
希
望
す
る
人
は

９
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
、
写
真
（
デ
ー
タ
も
可
）
を
広
報
担
当
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
６
８
）
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 岩部　心

こ こ

音
ね

ちゃん
９月６日生まれ／長女／川向

（父）一雄さん（母）奈津実さん
「明るく、元気に大きくなってね！」 

お父さん・お母さんより

橋本　大
や ま

和
と

くん
９月16日生まれ／長男／伊保内上

（父）義幸さん（母）宏美さん
「明るく元気でいてね」

パパ・ママより
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住
む
人
の
絶
え
て
五
年
や
花
茗み
ょ
う
が荷

幼
き
再
び
は
来
ず
野
の
い
ち
ご

さ
さ
げ
汁
臥ふ

し
て
十
年
ほ
そ
ぼ
そ
と

投
句
し
て
一
安
堵
し
て
盆
用
意

櫻
庭　

義
也

朽と

ち
果
て
の
ハ
ウ
ス
に
縋す
が

る
さ
さ
げ
か
な

緑
陰
の
首
塚
怨
念
秘
め
た
ま
ま

新
緑
の
松
川
の
湯
の
白
さ
か
な

干ひ

割
れ
田
に
慈
雨
の
し
み
こ
む
音
の
し
て

明
け
き
ら
ぬ
梅
雨
白
樺
の
径
暗
し

冬
部　

雪
女

つ
れ
づ
れ
に
歳
時
記
め
く
る
晩
夏
か
な

ふ
る
里
は
蜻と

ん

蛉ぼ

と
び
交
う
浄
土
と
も

帰
省
子
の
土
産
ハ
ワ
イ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

芋
を
掘
る
手
応
え
し
か
と
に
わ
か
農

む
せ
る
よ
な
匂
い
と
熱
気
草
い
き
れ

舘
村　

青
村

菅
野　

岑
子

木
も
れ
日
の
や
さ
し
さ
に
咲
く
櫻
草

夜
べ
の
雨
置
い
て
い
き
た
る
豆
の
花

鴬
う
ぐ
い
すの
声
正
調
と
な
り
し
か
な

植
田
風
入
れ
て
ロ
ー
カ
ル
バ
ス
の
来
る田

村　

畦
畔

散
髪
を
終
え
て
店
出
る
晩
夏
光

幾
世
代
我
が
家
に
伝
わ
る
こ
の
豇さ

さ

豆げ

猫
じ
ゃ
ら
し
孫
と
遊
ぶ
や
散
歩
道

炎
天
下
歩
道
の
火
照
り
妻
見
舞
う

昼
に
寝
て
早
朝
仕
事
老
の
夏

高
島
ふ
み
女

北
の
友
南
の
友
も
逝
き
晩
夏

太
陽
の
炸
裂
し
た
る
広
島
忌

日
輪
の
閃
光
放
つ
長
崎
忌

慟ど
う

哭こ
く

の
雨
と
な
り
た
る
敗
戦
日

墓
参
り
ま
な
こ
と
ず
れ
は
父
母
の
顔

村
長
も
先
頭
を
行
く
村
祭
り

【
七
月
席
題
詠
よ
り
】

梅
漬
け
る
主
婦
五
十
年
の
手
馴
れ
塩　
（
雪　

女
）

留
守
三
日
蜘く

蛛も

お
お
ら
か
に
捿す

み
に
け
り

蜘
蛛
の
囲
を
張
り
て
餌
を
待
つ
軒
の
下（
ふ
み
女
）

日
盛
り
や
日
に
日
に
増
ゆ
る
探
し
物

た
だ
な
ら
ぬ
何
か
起
り
そ
う
こ
の
暑
さ（
赤　

藤
）

海
を
越
え
待
ち
に
待
っ
た
る
夏
見
舞

句
友
待
つ
タ
オ
ル
の
温
り
汗
の
嵩か

さ　
　
（
義　

也
）

追
わ
れ
蝉
残
り
の
セ
リ
フ
飛
び
乍な

が

ら

蛍
火
や
人
は
暮
し
の
灯
を
点
す　
　
　
（
青　

村
）

蜘
蛛
の
巣
の
一
夜
に
成
り
し
軒
端
か
な

　

55
歳
ぐ
ら
い
ま
で
出
稼
ぎ
で
稼
ぎ
、

現
在
は
緊
急
雇
用
創
出
事
業
な
ど
で
元

気
に
働
く
上
柿
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
趣
味
・
特
技
は
？　
プ
ロ
野
球
や
高

校
野
球
、
相
撲
を
見
る
の
が
好
き
。

◆
毎
日
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？　
朝

晩
、
１
時
間
ず
つ
自
宅
周
囲
を
散
歩
し

て
い
る
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
家
庭
用
菜
園

で
野
菜
を
育
て
て
い
る
の
が
楽
し
み
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
約
40
年
前
に

自
宅
を
新
築
し
た
こ
と
。

　
平
成
17
年
か
ら
折
爪
荘
︵
現
在
は
お
り
つ

め
の
里
︶
で
明
る
く
働
い
て
い
る
下
條
道
芙

美
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
趣
味
特
技
は
？　
小
学
校
か
ら
や
っ
て
い

る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
好
き
。

◆
休
み
の
日
は
？　
家
族
５
人
一
緒
に
久
慈

へ
釣
り
に
行
っ
た
と
き
が
楽
し
か
っ
た
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　

子
ど
も
の
成
長

と
、
子
ど
も
が
や
っ
て
い
る
野
球
や
マ
ラ
ソ

ン
の
応
援
に
行
く
の
が
楽
し
み
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
子
育
て
が
落
ち
着
い
た

ら
主
人
と
一
緒
に
海
外
旅
行
に
行
き
た
い
。

友
達
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
、
自
分

の
友
人
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
︒
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交
通
安
全
母
の
会
の
皆
さ
ん
＝
８

月
12
日
・「
目
覚
ま
し
純
情
運
転
作

戦
」
を
展
開
し
た
後
で

　

平
成
28
年
10
月

に
開
催
さ
れ
る
希

望
郷
い
わ
て
国
体

を
み
ん
な
で
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
と
、
国

体
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

わ
ん
こ
き
ょ
う
だ
い
の「
こ
く
っ

ち
」、「
う
に
っ
ち
」、「
そ
ば
っ
ち
」

が
８
月
17
か
ら
19
日
ま
で
の
九

戸
ま
つ
り
で
啓
発
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
「
こ
く
っ
ち
」
と
「
う
に
っ
ち
」

が
沿
道
で
国
体
開
催
を
Ｐ
Ｒ
す

る
と
、
家
族
連
れ
や
若
者
た
ち

が
握
手
し
た
り
、
記
念
撮
影
を

し
た
り
。
流
し
踊
り
で
は
、「
そ

開
催
機
運
を
盛
り
上
げ
る

〝
わ
ん
こ
き
ょ
う
だ
い
〞
が
Ｐ
Ｒ

希望郷いわて国体の開催をＰＲ
する「こくっち」と「うにっち」

ば
っ
ち
」
が
踊
り
に
加
わ
る
な

ど
、
大
活
躍
、
大
人
気
の
わ
ん

こ
き
ょ
う
だ
い
で
し
た
。

おそろいの ”国体ポロシャツ” を着て応援！

成
人
式
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
＝
８

月
15
日
・
平
成
27
年
度
九
戸
村
成
人

式
で
「
国
体
う
ち
わ
」
を
持
っ
て

「笑顔」と「若さ」で選手たちを迎えます

平成28年10月２日（日）ナインズ球場で
軟式野球競技を開催

いわて国体

わんこきょうだいが沿道で国体への村民総参加を働き掛け。
伊保内小学校の剣舞と流し踊りの参加者が「国体うちわ」
で国体開催の機運を盛り上げる

村民総
参加

宣言

　

平
成
27
年
度
「
夏
休
み
・
学

び
の
広
場
」
が
８
月
５
日
〜
７

日
ま
で
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。
夏
季
休
業
期
間

に
、
村
内
の
児
童
・
生
徒
た
ち

に
学
び
の
場
を
提
供
を
す
る
と

と
も
に
、
個
別
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
学
力
向
上
を
目
指
そ
う

と
、
昨
年
度
の
冬
休
み
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
活
動
。
今
年
も
伊

保
内
高
校
の
生
徒
な
ど
が
学
習

サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
り
参
加
者
の

学
習
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
山
下
茜
さ
ん
（
伊

保
内
小
４
年
）
は
「
環
境
も
充

実
し
て
い
て
家
よ
り
集
中
で
き

た
。勉
強
が
は
か
ど
っ
て
良
か
っ

た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
と
一
緒
に
参
加
し
た

学
び
の
広
場
で
学
習
支
援

澤
田
凜
さ
ん
（
同
小
１
年
）
は

高
校
生
の
お
姉
さ
ん
に
問
題
を

作
成
し
て
も
ら
っ
て
の
学
習
。

「
分
か
り
や
す
く
て
楽
し
い
」
と

笑
顔
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
校
生
に
教
わ

り
な
が
ら
学
習
す
る
参
加
者

　

ふ
る
さ
と
創
造
館
ま
つ
り

が
９
月
27
日
に
ふ
る
さ
と
創

造
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
郷
土

芸
能
の
演
舞
や
野
田
村
か
ら

も
出
店
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
創
造
館
ま
つ
り
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のおすすめ図書Books

　点字は目の見えない人のた
めの文字です。
　六つの点を組み合わせるこ
とで文字や数字を表し、手で
触れることで読めるようにな
っています。フランスで作ら
れた点字を日本語でも使える
ようにした努力の物語。

闇を照らす六つの星
小倉　明　著／汐文社

感情的にならない本
和田　秀樹　著／新講社

土漠の花
月村　了衛　著／幻冬社

　不機嫌な人は幼稚に見え
る、自分にも他人にも機嫌の
いい人になる。
　心の状態が青空に浮かぶ白
い雲のようであったらどんな
にいいでしょう。この本には
感情的にならない、技術が書
かれています。この本で穏や
かな日々を送りましょう。

　自衛隊は何を守るために
戦うのか？
　ソマリアの国境付近で、
墜落ヘリの捜索救助に当た
っていた陸上自衛隊の精鋭
たち。その野営地に命を狙
われた女性が駆け込んだこ
とから、自衛官たちの命を
懸けた戦闘が始まった。

　地雷とは、人間が作った地中
に埋める爆弾のことです。人が
踏むことで爆発し、たくさんの
人たちが、足を失ったり、命を
落としてきました。
　そして、ゾウたちも…。今も
まだ、世界中には１億個以上が
地中に埋められています。

地雷をふんだゾウ
藤原　幸一　写真・文／岩崎書店

　

九
戸
中
の

３
学
年
43

人
は
８
月
７

日
、
九
戸
中

出
身
の
先
輩

を
招
い
て

「
先
輩
と
語

る
会
」
を
開

き
ま
し
た
。

　

招
待
し
た

先
輩
は
、
中

野
真
澄
さ

ん
（
伊
保
内

高
校
３
年
）、
野
辺
地
映て

る

紀き

さ

ん
（
同
）、
荒
田
千
尋
さ
ん
（
福

岡
高
校
３
年
）、
津
川
梓
さ
ん

（
同
）、
大
崎
廉
成
さ
ん
（
福
岡

工
業
高
校
３
年
）
の
５
人
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
高
校
の
様
子
を
話
し

た
後
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い

　

伊
保
内
高
校
に
は
、
途
中
一

年
間
の
他
校
勤
務
を
挟
み
、
平

成
22
年
８
月
か
ら
現
在
ま
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

中
で
担
任
や
野
球
部
監
督
と
し

て
多
く
の
生
徒
と
接
し
て
き
ま

し
た
。

　

野
球
部
で
は
「
21
世
紀
枠
岩

手
県
推
薦
校
」「
連
合
チ
ー
ム
と

し
て
初
の
県
大
会
勝
利
」
な
ど

歴
史
に
残
る
チ
ー
ム
に
関
わ
れ

た
こ
と
を
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
卒
業
し
た
生
徒
た
ち

が
、
消
防
士
や
警
察
官
と
し
て

地
域
を
守
る
た
め
に
働
い
て
い

た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
頑

張
っ
て
い
る
様
子
を
聞
く
こ
と

も
喜
び
の
一
つ
で
す
。
社
会
で

通
用
す
る
人
間
と
な
っ
て
く
れ

た
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
の
普
及
で
、
学
校
の
連
絡
事

項
を
聞
い
て
い
な
く
て
も
、
帰

宅
後
に
友
人
へ
連
絡
す
れ
ば
確

認
が
で
き
ま
す
。
電
車
を
使
う

と
き
も
ス
マ
ホ
が
時
間
や
経
路

を
調
べ
て
く
れ
ま
す
。
便
利
で

は
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
た
ち
は

「
話
を
聞
く
こ
と
・
我
慢
す
る
こ

と
・
考
え
る
こ
と
」
が
苦
手
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
学
習
や
部
活
動
を

通
し
、
社
会
で
通
用
す
る
人
間

に
育
つ
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

教
諭　

佐
久
山　

要　

学
校
生
活
を
通
し
て
成
長

先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

た
、
先
輩
と
語
る
会

ま
し
た
。
参
加
し
た
３
年
生
は

残
り
８
カ
月
の
中
学
校
生
活
の

大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て

い
ま
し
た
。

先輩からアドバイス受ける



み
ん
な
の
健
康

㉄
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

㉄
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

㉄
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

国
保
だ
よ
り
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現
在
、
み
な
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
、
９
月
30
日
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
10
月
１
日
か
ら
使
用

す
る
新
し
い
被
保
険
者
証
を
、
９
月
下

旬
に
「
郵
便
」
で
届
け
ま
す
。
届
い
た

ら
名
前
な
ど
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
被
保
険

者
証
は
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
有
効
期

限
を
過
ぎ
た
ら
、
裁
断
す
る
な
ど
各
自

で
責
任
を
持
っ
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

●
カ
ー
ド
式
で
一
人
１
枚

　

新
し
い
被
保
険

者
証
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
に
一
人
に

１
枚
の
カ
ー
ド
式

で
す
。
世
帯
主
様

宛
て
の
封
筒
に
全

員
分
を
入
れ
て
郵

送
し
ま
す
。
届
い

国 民 健 康 保 険
被 保 険 者 証 有効期限 平成 23年 9月 30日まで

性　別

保 険 者 番 号
保 険 者 名 九戸村0 1 0 1 3 2

氏　 名
生 年 月 日
資格取得年月日

交 付 年 月 日
世 帯 主 氏 名
被 保 険 者 住 所

昭和 30年 1月 1日

昭和 30年 1月 1日

平成 22年 10月 1日

　

岩手県九戸郡九戸村

た
ら
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
被
保
険
者
証
は
大
切
に

　

被
保
険
者
証
は
保
険
診
療
な
ど
を
受

け
る
と
き
に
使
用
す
る
大
切
な
も
の
で

す
。
も
し
紛
失
し
た
り
盗
難
に
あ
っ
た

り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
警
察
や
役
場

の
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
被
保
険
者
証
の
裏
に
臓
器
提
供
意
思

表
示
欄
あ
り
ま
す

　

改
正
臓
器
移
植
法
の
施
行
を
受
け
、

国
保
の
被
保
険
者
証
の
裏
に
臓
器
提
供

意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
記

入
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
任
意
で
あ

り
、
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
正
し
い
被
保
険
者
証
で
受
診
を

　

他
の
市
町
村
へ
の
転
出
や
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
な
ど
は
、
国

保
の
被
保
険
者
証
を
返
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
、
国
保
の
資
格
が
な

い
の
に
、
国
保
の
被
保
険
者
証
で
保
険

診
療
な
ど
を
受
け
て
し
ま
う
人
が
い
ま

す
が
、
そ
の
と
き
は
、
国
保
が
負
担
し

た
医
療
費
を
全
額
返
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
資
格
に
異
動
が
生
じ

た
と
き
は
、
す
ぐ
に
役
場
に
届
け
出
て
、

正
し
い
被
保
険
者
証
で
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

国
保
の
被
保
険
者
証
を
更
新
し
ま
す

　

皆
さ
ん
は
「
健
康
寿
命
」
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
介

護
な
ど
を
受
け
ず
健
康
に
日
常
生
活
が

送
れ
る
期
間
を
健
康
寿
命
と
い
い
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
運
動
・

食
事
・
禁
煙
な
ど
、
健
康
に
つ
い
て
心

掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
健
康
で
元

気
な
生
活
を
よ
り
長
く
送
る
た
め
に
、

普
段
の
生
活
習
慣
を
今
一
度
振
り
返
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

○
身
体
活
動
を
プ
ラ
ス
10
分

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
を
は
じ

め
、
掃
除
や
草
取
り
な
ど
、
体
を
動
か

す
時
間
を
10
分
増
や
し
ま
し
ょ
う
。
運

動
が
苦
手
な
人
や
時
間
の
な
い
人
は
、

家
事
や
仕
事
で
こ
ま
め
に
動
く
こ
と
も

効
果
的
。
小
さ
な
動
き
で
も
積
み
重
ね

る
こ
と
で
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま

す
。

○
毎
日
野
菜
を
プ
ラ
ス
１
品

　

一
日
に
必
要
な
野
菜
量
は
３
５
０
ɡ

て
み
ま
し
ょ
う
。

と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本
人
の

平
均
摂
取
量
に
１
品
加
え
た
量
に
相
当

し
ま
す
。
ま
ず
は
野
菜
料
理
を
１
品
増

や
す
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
み
腹
８
分

目
を
心
掛
け
る
こ
と
、
塩
分
や
脂
肪
分

控
え
め
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心

掛
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

○
禁
煙
に
挑
戦

　

た
ば
こ
は
が
ん
に
か
か
り
や
す
く
な

り
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
リ
ス
ク

を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
吸
っ
て
い
る
人

だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人
の
健
康
ま
で

害
し
ま
す
。
喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
機
会
に
禁
煙
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
た
ば
こ
は
依
存
性

が
高
く
、
な
か
な
か
や
め
に
く
い
の
で
、

か
か
り
つ
け
医
な
ど
で
禁
煙
治
療
を
相

談
す
る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

　

９
月
13
日
は
「
み
ん
な
で
楽
し
む
健

康
づ
く
り
」
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
機
器

を
使
用
し
た
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し

ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。
み
な
さ

ん
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
楽

し
く
健
康
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
！

（
保
健
師　
船
山　
信
香
）

９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
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所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
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０
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４
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９
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何
の
心
得
も
な
く
、
突
然
目
の

前
で
人
が
倒
れ
た
ら
戸
惑
っ
て
し

ま
う
の
は
当
然
で
す
。

　

し
か
し
、
救
急
講
習
会
な
ど
で

一
度
経
験
し
て
お
け
ば
、
人
の
命

を
救
う
た
め
の
手
助
け
は
、
誰
に

で
も
で
き
る
こ
と
な
の
で
す
。
大

切
な
命
を
救
う
た
め
「
心
肺
蘇
生

法
」「
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
除
細
動

（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）」
を
中
心
と
し

た
応
急
手
当
を
学
び
ま
し
ょ

う
。
講
習
会
の
依
頼
は
九
戸

分
署
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

村内の火災・救急（７月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 1 件 － 3 件
救 急 17 件 169 件 ＋ 13 件

救
急
講
習
会
を
受
講
し
ま
し
ょ
う

市
町
村
職
員
や
銀
行
員
な
ど
に
扮
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
話
を
次
か
ら
次
へ
と
も
ち

か
け
、
慌
て
さ
せ
、
皆
さ
ま
の
財
産
を

狙
っ
て
き
ま
す
。

　

お
金
の
話
は
詐
欺
を
疑
い
、
支
払
う

前
に
家
族
や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

③
岩
手
県
は
、
平
成
27
年
上
半
期
、
鍵

を
掛
け
て
い
な
い
住
宅
に
侵
入
さ
れ
て

盗
難
被
害
に
遭
っ
た
割
合
が
全
国
ワ
ー

ス
ト
１
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
鍵
を
掛
け
て
い
な
い
自

転
車
の
盗
難
も
多
発
し
て
い
ま
す
。「
こ

こ
は
大
丈
夫
」、「
少
し
の
間
だ
け
な
ら

大
丈
夫
」
な
ど
と
油
断
す
る
こ
と
な
く
、

鍵
掛
け
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
全
国
地
域
安
全
運
動

　

安
心
し
て
暮
せ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
10
月
11
日
か

ら
20
日
ま
で
の
10
日
間
、「
全
国
地
域

安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
10
月
11
日
は
「
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
地
域
の
安
全
・
安
心
に

つ
い
て
考
え
、
無
理
せ
ず
出
来
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
の
重
点

○
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

○
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

○
鍵
掛
け
の
励
行

①
全
国
的
に
、
子
ど
も
や
女
性
が
被
害

者
と
な
る
誘
拐
事
件
や
強
制
わ
い
せ
つ

事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
県
内
で
も
、

声
掛
け
や
つ
き
ま
と
い
な
ど
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

・
暗
が
り
や
人
通
り
の
少
な
い
場
所
な
で

の
通
行
を
避
け
る

・
登
下
校
時
間
帯
の
見
守
り
活
動
に
よ
っ

て
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

②
振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る
特

殊
詐
欺
が
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

　
犯
人
グ
ル
ー
プ
は
息
子
や
孫
の
ほ
か
、

10
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
全
国
地
域
安
全
運
動

村内の交通事故（７月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 2 件 － 1 件
物損事故 7 件 43 件 ＋ 4 件
負 傷 者 0 人 2 人 － 3 人
死 亡 者 0 人 0 人 ±0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ±0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 295日
（７月31日現在）

　

追
納
の
申
し
込
み
は
、
役
場
ま
た
は

年
金
事
務
所
で
お
願
い
し
ま
す
。

〈
追
納
に
関
す
る
注
意
事
項
〉

①
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
残
り

の
納
付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降

に
追
納
す
る
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額

に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免

除
・
一
部
免
除
）・
若
年
者
納
付
猶
予
・

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間

が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た

方
と
比
べ
、
年
金
の
受
け
取
り
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
古
い
月
分
か
ら
納

め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
さ
れ
た
保
険
料
の
追
納
を
お
す
す
め

～
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
～
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ９月１日㊋ ９月７日㊊ ９月14日㊊
空 き 缶 ９月15日㊋ ９月28日㊊ ９月29日㊋
粗 大 ご み ９月８日㊋
紙・プラ類 ９月10日㊍ ９月16日㊌ ９月24日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
９ ６ 小野寺クリニック 46-2822 ９ ６ 菅歯科 23-5161
13 おりそ内科循環器クリニック 22-2251 13 岩渕歯科医院 32-2238
20 浄法寺診療所 38-2021 20 ぽっぽ歯科クリニック 31-1182
21 千葉耳鼻咽喉科医院 23-2009 21 ますだ歯科クリニック 26-8282
22 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 22 沢藤歯科医院 25-4002
23 川村医院 23-3252 23 渡辺歯科医院 23-2052
27 いちのへ内科クリニック 33-2701 27 窪島歯科医院 23-2425

編集後記
◆九戸まつりが終わり気温もぐっ
と下がり肌寒く感じる日も多く
なってきました。田んぼの稲も垂れ
始めいよいよ秋が深まってきまし
た。◆秋といえばスポーツの秋。本
村でもスポレクや駅伝大会が行わ
れます。１人１つのスポーツに取り
組んでみてはいかがですか？（下村）

９月

①職種②就業場所③年齢④基本給
⑤資格など

◎８月17日現在の求人情報から
掲載しています。求人に関するお
問い合わせは、ハローワーク二戸
（☎23-3341）まで。求人情報は役
場ロビーでも配布しています。

求人情報
■社会福祉法人  九戸福祉会　
①介護職員（正社員以外）②
九戸村③18歳以上④149,000円
～177,000円⑤普通自動車免許
一種、雇用期間：採用日～６
カ月、試用期間６カ月、夜勤
あり
■有限会社  中野葬具仏具店　
①葬祭スタッフ（正社員）②
九戸村③18歳以上④130,000円
～200,000円⑤普通自動車免許
一種、パソコン操作、試用期
間３カ月
■特定非営利活動法人  ふぁー
すとシート　①介護職員（正
社員）②九戸村③18歳以上④
123,200円⑤普通自動車免許一
種、試用期間３カ月
■本宮木材  株式会社　①製材
工（正社員）②一戸町③64歳
以下④132,000円～220,000円⑤
試用期間３カ月
■株式会社  菅文　①設備工事
担当（正社員）②二戸市③59
歳以下④159,200円～217,700円
⑤普通自動車免許一種、試用
期間３カ月

  シルバー110番
高齢者無料相談

　県高齢者総合支援センターでは
９月の老人週間に合わせて、「シル
バー110番特別相談デー」を開催
します。
　高齢者やその家族を対象として、
法律・医療・税金・年金・介護・
認知症などに関する悩みや知りた
いことなど、電話や来所による相
談に専門家が応じます。
■日時　９月19日㊏
　　　　午前10時～午後３時
■場所　県福祉総合相談センター
　　　　３階
■相談電話　☎0120-84-8584
■相談料　無料
■問い合わせ　県高齢者総合支援
センター（☎019-625-7490）

  多重債務の悩み
ご相談ください

　消費生活センターでは、借金を
抱え悩んでいる人の相談に無料で
応じています。
■場所　二戸消費生活センター
■問い合わせ　
　二戸消費生活センター（☎23-
5800）
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

  農業者年金
巡回相談会

　岩手県農業会議とJA岩手県中央
会では平成27年度農業者年金巡回
相談を行います。新規加入を検討
中の人、年金額や受給方法、経営
移譲の仕方などを知りたい人は気
軽に来場ください。
■日時　９月15日㊋
　　　　午前10時～正午
■場所　村山村開発センター１階
　産業振興研修室
■相談員　岩手県農業会議相談員
■問い合わせ　村農業委員会事務
局（☎42-2111内線242）

  ニホンジカの情報
集めています

　ニホンジカの生息域は近年、県
北地域へも拡大しており、九戸村
でも平成26年に葛巻町境で目撃さ
れ、本格的な進入が懸念されてい
ます。ニホンジカは雑草から農作
物まで何でも食べる動物です。農
業被害には水稲、飼料作物、野菜
など、林業被害にはスギや広葉樹
の皮をはいだり新芽を食べるなど
の被害を与えます。
　今後、ニホンジカの侵入や被害
を防ぐには、生息数や生息場所を
把握し、地域全体で対策を考える
ことが重要になります。
　そこで、ニホンジカの生息の実
態を把握するため「ニホンジカに
関する情報」をお寄せください。
■情報提供依頼内容
・目撃場所、日時　・頭数　・農林
業作物への被害があればその状況
■問い合わせ　農林建設課生産振
興班（☎42-2111内線253）

  飼い猫以外の猫に
餌を与えないで！

　かわいそうだか
らと、飼い猫以外
の猫に餌を与え始
めると、そこに住
み着いてどんどん
繁殖します。 
その結果→
◎生きられない子猫や処分されて
しまう猫が増える 
◎周辺の糞尿汚染や泣き声などで
近所迷惑となる 
…などの問題が発生します。 
　猫に餌を与えることは、その猫
の飼い主になるということです。
飼い主には、その猫の健康・安全
管理から糞尿の始末・周辺環境へ
の配慮などの責任が伴います。
→ 責任を持てない餌やりはやめ
ましょう  
■問い合わせ　住民生活課保健衛
生班　（☎ 42-2111 内線 123）

  ひとり親家庭の
無料法律相談会

　ひとり親家庭を対象に、離婚や
養育費についてなど、日常生活に
おいて困っていること、悩みなど
弁護士による相談を行います。
■日時　10月22日㊍
　　　　午前10時～午後３時
■場所　二戸保健福祉環境セン
ター２階　保健福祉環境部相談室
■対象　ひとり親家庭、寡婦の方
■申し込み・問い合わせ　県北広
域振興局二戸保健福祉環境セン
ター（☎23-9202）

人のうごき
（平成27年8月1日現在）

●人　口　　６，１７２　人  　（＋１）
　　男　　　 ２，９８３　人　  （＋５）
　　女　　　 ３，１８９　人  　（ー４）
●世帯数　　２，１７５世帯　（±０）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　９　人  　（６２人）
　 転　 出　　　 １０　人  　（９６人）
　 出　 生　　 　　６　人  　（２７人）
　 死　 亡　　　 　４　人  　（６７人）

（カッコ内は１月からの累計）
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男子力士に負けず活躍を見せる女子力士

　

村
小
中
学
校
水
泳
大
会
が
８
月

５
日
、
村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。真
夏
日
と
な
っ

た
こ
の
日
、
村
内
５
つ
の
小
学
校

か
ら
１
２
４
人
が
出
場
。
日
頃
、

練
習
し
た
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と

懸
命
に
競
技
に
望
ん
で
い
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
優
勝
者
を
紹
介
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

【
小
学
校
・
男
子
】

◎
自
由
形
▽
６
年
50
㍍　

中
道
要

介
（
伊
保
内
小
）　
▽
５
年
50
㍍　

日
和
蓮れ
ん

志と

（
山
根
小
）　

▽
４
年
以
下
25
㍍　

田

澤
優
成
（
山
根
小
）　

▽
６
年
100
㍍　

道
地
龍

之
介
（
江
刺
家
小
）　

◎
平
泳
ぎ
▽
６
年
50
㍍

川
原
歩
士
（
伊
保
内
小
）

＝
新
記
録
　
▽
５
年
50

㍍
髙
倉
悠
矢
（
戸
田
小
）

▽
４
年
以
下
25
㍍　

山

谷
琉
斗
（
長
興
寺
小
）

▽
６
年
100
㍍　

川
原
歩

士
（
伊
保
内
小
）

◎
背
泳
ぎ
▽
６
年
50
㍍

佐
藤
壮
一
郎
（
伊
保
内

自
己
ベ
ス
ト
に
挑
戦

小
中
学
校
水
泳
大
会

小
）　
▽
４
年
以
下
25
㍍　
山
下
希

風
（
戸
田
小
）

◎
バ
タ
フ
ラ
イ
▽
６
年
50
㍍　

中

道
要
介
（
伊
保
内
小
）
＝
新
記
録

▽
５
年
25
㍍　

七
戸
駿
輔
（
江
刺

家
小
）　

◎
２
０
０
㍍
リ
レ
ー　
伊
保
内
小

【
小
学
校
・
女
子
】

◎
自
由
形
▽
６
年
50
㍍　

坂
野
上

彩あ

夢ゆ

（
戸
田
小
）　
▽
５
年
50
㍍　

松
本
実み

侑ゆ
う
（
伊
保
内
小
）　
▽
４
年

以
下
25
㍍　
山
下
茜
（
伊
保
内
小
）

◎
平
泳
ぎ
▽
６
年
50
㍍　

大
崎
奈

生
（
伊
保
内
小
）　
▽
５
年
50
㍍　

谷
地
海み

希い

凪な

（
戸
田
小
）　
▽
４
年

以
下
25
㍍　
山
下
茜
（
伊
保
内
小
）

▽
６
年
100
㍍　

山
地
夢
久
（
山
根

小
）

◎
背
泳
ぎ
▽
６
年
50
㍍　

大
崎
奈

生
（
伊
保
内
小
）　
▽
５
年
50
㍍　

関
向
智
香
（
伊
保
内
小
）　
▽
４
年

以
下
25
㍍　

坂
本
星き

ら
り凜
（
長
興
寺

小
）

◎
バ
タ
フ
ラ
イ
▽
５
年
25
㍍　

和

田
紗さ

き綺
（
山
根
小
）

◎
２
０
０
㍍
リ
レ
ー　
戸
田
小

【
中
学
校
・
男
子
】

◎
自
由
形
▽
100
㍍　
坂
下
翔
偉（
２

年
）　

◎
平
泳
ぎ
▽
100
㍍　
大
崎
光こ
う

仁と（
２

年
）

　

九
戸
村
学
童
相
撲
大

会
が
７
月
31
日
、
村
相

撲
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

村
内
４
つ
の
小
学
校
か

ら
63
人
が
出
場
。
出
場
し

た
選
手
は
団
体
と
個
人

の
２
種
目
に
お
い
て
優

勝
を
争
い
ま
し
た
。
２
分

以
上
接
戦
を
演
じ
る
好

取
組
や
女
子
力
士
が
活

躍
す
る
場
面
も
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
各

部
門
に
お
け
る
上
位
入

賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
団
体
戦　

①
長
興
寺
小
Ａ

②
江
刺
家
小
Ａ

③
伊
保
内
小
Ａ

■
個
人
戦

▽
４
年
生
の
部　
①
古
舘
愛
佳（
長

興
寺
小
）②
七
戸
和
人（
江
刺
家
小
）

③
柴
田
結
衣
（
長
興
寺
小
）

▽
５
年
生
の
部　
①
中
野
感
大（
長

興
寺
小
）　
②
屋
形
場
愛
司
（
伊
保

内
小
）　
③
千
葉
彩
愛（
長
興
寺
小
）

▽
６
年
生
の
部　
①
山
下
結
愛（
伊

保
内
小
）　
②
大
崎
可
幾
（
長
興
寺

小
）　
③
山
本
司
（
伊
保
内
小
）

■
個
人
賞

▽
技
能
賞　
佐
藤
壮
一
郎
（
伊
保

内
小
６
年
）　
▽
殊
勲
賞　
林
竜
太

郎
（
江
刺
家
小
５
年
）　
▽
敢
闘
賞

　
秋
元
海
洲
（
江
刺
家
小
４
年
）

女子力士も大活躍
村学童相撲大会

勢いよくスタートを切り、高記録を目指す選手たち

◎
背
泳
ぎ
▽
100
㍍　
白
銀
洸
佑（
２

年
）

◎
２
０
０
㍍
リ
レ
ー　
２
年

【
中
学
校
・
女
子
】

◎
自
由
形
▽
100
㍍　
村
田
麗
奈（
２

年
）　

◎
平
泳
ぎ
▽
100
㍍　
村
田
麗
奈（
２

年
）

◎
背
泳
ぎ
▽
100
㍍　

谷
地
星せ

麗れ

凪な

（
２
年
）

◎
バ
タ
フ
ラ
イ
▽
100
㍍　

熱
海
楓

（
２
年
）
＝
新
記
録

◎
２
０
０
㍍
リ
レ
ー　
３
年

小
学
校
・
男
子
の
２
０
０
㍍
リ
レ
ー
で

優
勝
し
た
伊
保
内
Ａ
チ
ー
ム
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